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総務常任委員会 
 

令和２年６月１１日午前９時００分から第１会議室で開かれた。 

 

１．出席委員 

    ◎木澤 正男     ○伴  吉晴      溝部真紀子 

齋藤 文夫      嶋田 善行      井上 卓也 

     坂 口 議 長 

 

２．理事者出席者 

    町     長  中西 和夫    副 町 長  乾  善亮 

    教  育  長  山本 雅章    総 務 部 長  巻 昭男 

    総 務 課 長  仲村 佳真    同 課 長 補 佐         大野 彰彦 

    まちづくり政策課長  本庄 徳光    同 課 長 補 佐         柳井孝一朗  

 同 課 長 補 佐         福井 まり    財 政 課 長  福居 哲也           

税 務 課 長  福田 善行    同 課 長 補 佐         竹山  潔

会 計 管 理 者  黒﨑 益範    教  育  次  長  栗本 公生    

教委総務課長         松岡 洋右    同  参  事  岡村 智生    

生涯学習課参事  平田 政彦    同 課 長 補 佐         三原 進也       

 

３．会議の書記 

    議会事務局長         佐谷 容子    同  係  長  岡田 光代 

 

４．審査事項 

    別紙のとおり 
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開会（午前９時００分） 

署名委員  伴委員、溝部委員 

 

おはようございます。全委員出席されておりますので、ただいまから、総務常

任委員会を開会し、本日の会議を開きます。 

先の全員協議会で、総務常任委員会の委員構成が変わりました。 

私、互選でこの１年間委員長を務めさせていただきます。 

伴副委員長ともどもよろしくお願いいたします。 

会議に先立ちまして、新規採用職員の紹介を総務部長からお願いいたします。 

 

（ 総務部長が、新規採用職員を紹介 ） 

 

ありがとうございました。 

新規採用職員の方は、退室していただいて結構です。お疲れ様でした。 

暫時休憩します。 

 

（ 午前９時００分 休憩 ） 

（ 午前９時０１分 再開 ） 

 

再開いたします。 

それでは、本日の会議を開きます。 

初めに町長の挨拶をお受けいたします。 中西町長。 

 

（ 町長挨拶 ） 

 

最初に、本委員会の会議録署名委員を私より指名いたします。 

会議録署名委員に、伴委員、溝部委員のお二人を指名いたします。お二人には

よろしくお願いいたします。 

本日予定しております審査案件は、お手元に配付しているとおりでございます。

なお、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、会議時間の短縮にご協

力いただきますよう、お願いいたします。 
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初めに、１．付託議案、（１）議案第１７号 町長、副町長及び教育長の給与

の減額に関する条例についてを議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 仲村総務課長。 

 

おはようございます。それでは、１．付託議案の(１)議案第１７号、町長、副

町長及び教育長の給与の減額に関する条例につきまして、ご説明を申しあげます。 

はじめに、議案書を朗読させていただきます。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

本議案の内容につきましては、議案書の末尾の要旨をもって説明にかえさせて

いただきますので、条例本文の朗読は省略させていただきます、よろしくお願い

をいたします。それでは議案書末尾、町長、副町長及び教育長の給与の減額に関

する条例（要旨）をご覧いただきたいと思います。本条例は、新型コロナウイル

ス感染症拡大による町民生活への影響を考慮するとともに、その対策に必要な財

源を確保する観点から、町長、副町長及び教育長の給与の減額の額及び減額期間

について定めるものでございます。 

１．制定内容についてであります。はじめに、（１）給与の減額の額について

でありますが、町長の給料月額及び地域手当の額を１０パーセント減額、副町長

及び教育長の給料月額及び地域手当の額を、それぞれ５パーセント減額するもの

でございます。なお、本条例に基づく給料月額の減額に関し、期末手当及び退職

手当の算定基礎となる給料月額への適用は行わないことといたします。 

次に、（２）減額期間についてでありますが、令和２年７月１日から同年１２

月３１日までの６月間でございます。また、本条例の制定に伴う、それぞれの給

料月額、地域手当の額の減額前、減額後及び影響額につきましては、（１）給与

の減額の額の表にございますとおりで、１月あたりの影響額は、町長におきまし

ては、８万６，７０８円、副町長におきましては、３６，３０５円、教育長にお

きましては、３１，６９４円となっております。なお、６月間における３役の減

額の合計額は、９２８，２４２円となっております。 

続きまして、２．施行期日等についてでありますが、本条例は、令和２年７月

１日から施行することとし、平成３０年９月に制定いたしました町長、副町長及
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び教育長の給与の減額に関する条例は廃止することといたします。 

以上で１．付託議案の（１）議案第１７号 町長、副町長及び教育長の給与の

減額に関する条例につきましてのご説明とさせていただきます。何とぞ温かいご

審議を賜り、原案どおり可決いただきますよう、よろしくお願いを申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、質疑をお受けいたします。 伴委員。 

 

町長、副町長、教育長の減額ということなんですが、給料の月額はわかるんで

す。ただ、地域手当ですね、これも同じような比率でなっておるんですが、教え

てほしいんですが、この地域手当いうのは、これは確か前、説明受けたときには

国の方で地域、地域に対しての、バランスをとるためにというような意味での金

額やったと思いますねけど、これはこの地域手当は本町の一般会計なんかそれと

も国から交付金みたいな形できているものを交付しているのか、教えてください。 

 

仲村総務課長。 

 

直接国から補助または交付金を受けてということではなくて、町の一般会計か

らの支出というような意味合いの地域手当ということでございます。 

 

それでしたら、別に減額どうこうというのはない、この際に質問、ちょっと教

えてほしいんですけれども、地域手当というのは国のほうから、斑鳩町はなんぼ

にしなはれというようなことで、指示っていいますか、通達っていうか、そうい

うなんで決まってきているわけじゃないわけですか。 

 

地方公務員の給与の関係については、国に基本的にはできるかぎり準拠してい

くというような原則がある中でですね、国では地域手当の額というのは、それぞ

れの地域に応じて定まっているということになっておりまして、斑鳩町におきま

しては、国の勧奨では６パーセントとなっておりますことから、この６パーセン

トを採用させていただいているというところでございます。 

 

もう１点だけ。地域手当というのはそういう形になって、日本国中の市町村は
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全部それに対して、国の示しているパーセントで全部遵守しているということに

なっとるんでしょうか。わかる範囲でお願いします。 

 

それぞれ地域手当がついてない、もともとゼロというところもございますので、

あと、それぞれの地域手当の率につきましては、基本的には国準拠ということに

なっておるかと思うんですけれども、それぞれの自治体で自主的に引き下げを行

われたりというようなことはあるというのは承知しております。 

 

ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案については、当委員会として原案どおり可決すること

にご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。よって、議案第１７号については、当委員会として満場

一致で可決すべきものと決しました。 

次に、（２）議案第１８号 斑鳩町立幼稚園預かり保育条例についてを議題と

いたします。 

理事者の説明を求めます。 松岡教育委員会総務課長。 

 

おはようございます。それでは、１．付託議案（２）議案第１８号 斑鳩町立

幼稚園預かり保育条例について、説明をさせていただきます。 

初めに、議案書を朗読いたします。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

説明につきましては議案書末尾の要旨をもって説明とさせていただきたいと思
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います。要旨をご覧いただきたいと思います。本条例は、幼児の健やかな育成と、

保護者への子育て支援の充実を図ることを目的に、町立幼稚園の預かり保育を実

施することといたしまして、必要な事項を定めるものでございます。 

まず、１として主な制定内容でございます。はじめに（１）実施する幼稚園（第

３条第１項関係）でございますが、斑鳩町学校設置条例に規定する町立幼稚園と

してございます。次に、（２）実施日及び実施時間でございます。預かり保育の

実施日及び実施時間は、規則で定めることといたしますが、具体的な内容といた

しましては、実施日は、月曜日から金曜日まで、休日と年末年始を除くこととい

たします。実施時間は、学期中の月・火・木・金曜日は、通常保育時間終了後の

午後３時から午後５時３０分まで、水曜日は正午から午後５時３０分までとし、

長期休業期間中は午前８時３０分から午後５時３０分までといたします。 

次に、（３）対象園児でございます。町立幼稚園に在園する園児であることを

前提といたしまして、２つの区分を設けてございます。①といたしまして、子ど

も・子育て支援法第１９条第１項第２号に定める保護者の労働又は疾病その他の

内閣府令で定める事由により、家庭において必要な保育を受けることが困難な園

児としておりますが、これは、共働き世帯等で保護者が１か月に４８時間以上勤

務している場合や保護者の出産等の理由により保育の必要性がある園児というこ

とでございます。②といたしまして、一時的に家庭において必要な保育を受ける

ことが困難な園児としており、これは、育児に伴う心理的又は身体的負担等の一

時的な理由により預かり保育を利用しようとする園児を指してございます。 

次に（４）利用料でございます。園児１人につき日額３００円としてございま

す。次に（５）利用料の減免でございますが、表に定めてございますとおり、生

活保護法による保護を受ける世帯、非課税世帯や多子世帯等を対象に区分に応じ

まして、減免制度を設けてございます。次に（６）保護者の責務でございます。

園児の送迎や、園児が疾病等にかかっているときなどにおいて園長の指示に従う、

これらを保護者の責務として規定しているところでございます。 

最後に、施行期日ですが、令和３年４月１日からの施行としますが、利用の承

認や不正な申請による承認の取消等の規定につきましては、手続きを先行の都合

上、公布の日からの施行とさせていただきます。なお、実施日などのほか、本条

例の施行に関しましては、利用の手続き、利用料の減免に係る手続きを別途、規

則において定めて運用をしてまいりたいと考えているところでございます。 
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以上、簡単ではございますが、議案第１８号 斑鳩町立幼稚園預かり保育条例

についての説明とさせていただきます。よろしくご審議賜り原案通り、可決いた

だきますようお願い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、質疑をお受けいたします。 齋藤委員。 

 

（５）利用料の減免のところですけども、これは私立の保育園と同じなんでし

ょうか、それとも金額の面とか待遇面は違いがあるんでしょうか。 

 

 松岡教育委員会総務課長。 

 

 私立とすべて一緒かどうかというところは、確認はできてございませんが、こ

の形で運用してまいりたいというところで提案をさせていただいているものでご

ざいます。 

 

 私立とどっちが有利かというか、その辺のところはわかりませんでしょうか。 

 

 暫時休憩します。 

 

（ 午前９時１４分 休憩 ） 

（ 午前９時１５分 再開 ） 

 

 再開いたします。 松岡教委総務課長。 

 

 私立幼稚園と有利不利の関係につきましては、私立それぞれの考え方がござい

ます中で、統一的に申しあげることはできないところではございますけれども、

基本的な利用料の部分につきましては無償化の対象となります場合には、特段、

私立、公立ともに大きな差が生じるということはないと考えてございます。 

 

ほかにございませんか。 伴委員。 
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これを定めるにあたって、保護者にアンケート等とられて、どれぐらいの希望

があるとか、そのあたりは確認されてこの条例を制定、提案された、そのあたり

の状況はどんなものか、また保護者の声を聞いておられるかどうか、もし聞いて

おられたらどれぐらいの希望があるのか、教えてください。 

 

 松岡教育委員会総務課長。 

 

これまでにですね、子ども・子育て支援計画の策定にあたりまして、アンケー

ト調査が実施されてございます。この中で３５７件の母数といたしまして、今後

利用したい主な事業といたしまして、幼稚園の預かり保育、幼稚園の利用、これ

らを含めますと８０パーセントの利用したいというお声がございました。複数回

答でございますので、そのあたりはご理解いただきたいと思います。 

 

わかります。だいたいそこそこのニーズがあるというのは、これでようわかり

ましたわ。その中で受け入れ体制として、先生等、そのあたりはどういう体制で

しようと思ってはりますか。 

 

１園あたり２名の講師を配置するという予定で検討してございます。 

 

昼ご飯はお弁当を、お母さんが作ってもらって来はるのか、それともなにかそ

れ相当のパンとか、その辺を用意されるのか、そのあたり教えてください。 

 

通常、学期中は幼稚園の給食がございますので、それを食べる。長期休業中に

つきましては、お弁当の持参をお願いするというところでございます。 

 

水曜日も給食ということですか。 松岡教委総務課長。 

 

水曜日はお弁当です。 

 

ほかにございませんか。 
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（ な  し ） 

 

ちょっと私の方からもお尋ねしたいんですけど、時間設定の考え方ですね、５

時半までというふうにされてますけど、これはどういう考え方に基づいてるんで

しょうか。 山本教育長。 

 

この時間設定につきましては、当初、５時、それから５時半、６時というよう

な３つの設定で考えさせていただきました。多くの場合が５時まで勤務と、そう

したときに、通勤で幼稚園まで来ていただくのに３０分以内で来れるかどうかと

いうことを目視ての５時半でございます。 

 

保育園とか学童とのすみわけはあると思うんですけど、学童保育でいいますと、

もともと６時半まで運営してましたけど、やっぱり大阪に通勤されてる方などが

迎えに来れないということで、時間延長していただいている経緯がありますので、

これについては今後ですね、保護者の声を聞いていただいて、柔軟に対応してい

ただきたいと思いますので、お願いしておきます。 

ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案については、当委員会として原案どおり可決すること

にご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。よって、議案第１８号については、当委員会として満場

一致で可決すべきものと決しました。 

次に、（３）議案第２０号 斑鳩町立学校使用条例の一部を改正する条例につ

いてを議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 岡村教育委員会総務課参事。 
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おはようございます。 

それでは、１．付託議案（３）議案第２０号 斑鳩町立学校使用条例の一部を

改正する条例について説明をさせていただきます。 

初めに、議案書を朗読いたします。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

説明につきましては、議案書末尾の要旨をもって説明させていただきます。要

旨をご覧ください。 

本条例は、斑鳩町立学校施設の使用に際し、エアコンを使用するときにエアコ

ン使用料を加算して徴収することとし、所要の改正を行うものであります。改正

の内容としましては、施設使用にかかる使用料金を定める別表を改正するもので、

従前の施設の利用料金に、エアコン利用料金として括弧書きの金額を加算するこ

ととします。施行期日でありますが、公布の日から施行することとし、この条例

の施行の日以後にされる使用願に係る使用料について適用し、同日前にされた使

用願に係る使用料については、従前の例によることとします。なお、条例の本文、

新旧対照表の朗読については省略させていただきます。 

以上、議案第２０号 斑鳩町立学校使用条例の一部を改正する条例についての

説明とさせていただきます。よろしくご審議賜り、原案通りご可決いただきます

ようよろしくお願い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、質疑をお受けいたします。 嶋田委員。 

 

この学校使用条例、体育館はスポーツの関係やとかで借りられるのはわかるん

ですけど、教室やとか校庭というのは、どういうことを想定してつくっておられ

るんですか。どういう組織を想定されているんですか。 

 

 岡村教育委員会総務課参事。 

 

 教室等の使用につきましては、いわゆる空き教室を対象として想定しているも
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課参事 

 

 

 

嶋田委員 

 

 

教委総務

課参事 

 

 

委員長 

 

教委総務

課参事 

委員長 

 

齋藤委員 

 

 

 

 

委員長 

 

教委総務

課参事 

 

 

 

 

 

のでありまして、現在各学校の教室は一定の教育活動の用途が割り当てしており

ますので、空きが生じてないことから、本条例に基づき、ただちに使用できる教

室がないというところです。以上です。 

 

 いまいちちょっとようわからんのですけども。町が備品置いてはるとか、災害

物資置いてはるとか、そういうことなんですか。 

 

 実際これは、例えば災害とかではなく、空き教室を何かの会議等で使うとか、

そういった用途が想定されているところです。ところが現在空き教室がないんで、

近年の使用というのは現在ないところです。 

 

 過去の実例とかっていうのはあるんですか。 岡村教育委員会総務課参事。 

 

 過去の実例はございません。 

 

 ほかにございませんか。 齋藤委員。 

 

 エアコンの金額ですね、午前中、体育館でしたら６千円、町外９千円とありま

すけども、これはほかの施設、公民館とかその辺のところとだいたい同じぐらい

なんでしょうか。それからもうひとつ、この料金で電気料金等ペイできるのか、

それとも町の負担があるのか、その辺も教えてもらいたいと思います。 

 

 岡村教育委員会総務課参事。 

 

 料金設定でございますが、１時間２千円ということで、根拠といたしましては、

機械の出力ですね、こちらをもとに料金を算出しています。それと、昨年度利用

した実績というものを加味した中で、平均して１時間２千円ほどになるというと

ころで設定しています。また、集会所等につきましては、１時間１００円という

金額設定もございます、この中で体育館つきましては、だいたい大小によります

が、１６台から２４台の空調設備がついてますので、そちらと換算するとそうい

った料金になるのかなというところです。以上です。 
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齋藤委員 

 

 

教委総務

課参事 

 

 

 

 

齋藤委員 

 

委員長 

 

伴委員 

 

 

 

 

委員長 

 

教委総務

課参事 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 そのほかの施設、例えば公民館とかそういうところとの整合性というのはある

んでしょうか、金額がなんかよく理解できないんですけども。 

 

 先ほどご説明させていただきましたが、通常の集会所等についてはクーラーが

だいたい１台、２台のところもございますが、ついている状態です。そして当町

の整備させていただいた体育館には概ね１６台から２４台、平均して概ね２０台

ぐらいになるかなというところです。それを勘案しますと、金額については整合

性が取れてるのかなというところです。以上です。 

 

 わかりました。 

 

 ほかにございませんか。 伴委員。 

 

 学校の体育館、これ町内、町外って、町内の方に町外の方がおられたり、対抗

試合ちゃうけど、両方来はる場合とか言うたら申込者が町内やったら町内になる

んか、それとも、どういう基準、また混ざるっていう、表現が難しいですけど、

町外の方も中に入っておられる場合、どう考えたらいいんでしょうか。 

 

 岡村教委総務課参事。 

 

 基本的な話でございますが、現在も社会体育等で使用しているという実績もご

ざいます。基本的にはその１人１人が所属されているっていうところまでは確認

できないかなということで考えてますので、当然申込者ですね、代表で申し込ん

でいただいた方というところを前提に、ということで考えております。以上です。 

 

 ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結いたします。 
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委員長 

 

 

 

 

 

教育次長 

 

 

 

 

 

 

教育次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お諮りいたします。本案については、当委員会として原案どおり可決すること

にご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。よって、議案第２０号については、当委員会として満場

一致で可決すべきものと決しました。 

次に、（４）議案第２１号 斑鳩町放課後児童健全育成事業の設備及び運営の

基準に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 栗本教育次長。 

 

それでは、付託議案の４番目、議案第２１号 斑鳩町放課後児童健全育成事業

の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例につきまして、ご説明

をさせていただきます。 

まず、議案書を朗読させていただきます。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

それでは、条例の一部改正の内容につきまして、議案書末尾の要旨をもってご

説明をさせていただきます。恐れ入りますが、議案書末尾の要旨をご覧いただき

たいと思います。 

これまで放課後児童支援員は、基本的には保育士や教諭の免許を有し、かつ都

道府県知事、政令指定都市の長が行う研修を修了することが資格要件とされてき

ましたが、今回、資格要件における研修主体として中核市の長が追加されること

になり、児童福祉法に基づきます放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す

る基準の一部を改正する省令が令和２年３月４日に公布され、同年４月１日に施

行されたことに伴い、本条例におきまして、所要の改正を行うものでございます。 

次に、施行期日は公布の日から施行することとしております。なお、条例本文、

新旧対照表の説明は割愛をさせていただきますので、ご了承いただきますよう、

よろしくお願いをいたします。 

以上、議案第２１号 斑鳩町放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に
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委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

総務課長 

 

 

 

 

 

総務課長 

 

 

 

 

関する条例の一部を改正する条例の説明とさせていただきます。なにとぞ、よろ

しくご審議をいただきまして、原案どおり可決いただきますようよろしくお願い

をいたします。以上です。 

 

説明が終わりましたので、質疑をお受けいたします。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案については、当委員会として原案どおり可決すること

にご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。よって、議案第２１号については、当委員会として満場

一致で可決すべきものと決しました。 

次に、（５）議案第２５号 令和２年度消防ポンプ自動車の取得についてを議

題といたします。 

理事者の説明を求めます。 仲村総務課長。 

 

それでは、１．付託議案の（５）議案第２５号 令和２年度消防ポンプ自動車

の取得について、ご説明を申しあげます。 

はじめに、議案書を朗読させていただきます。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

消防車両の整備につきましては、町の消防車両整備計画に基づきまして、整備・

更新を行うことといたしております。消防ポンプ自動車につきましては、配備後

１５年を年次更新の目安とし、その期間の経過後、車両の状況により各分団と相

談をしながら更新を行う方針といたしております。第２分団の消防ポンプ自動車

につきましては、平成１１年の配備後、本年で２１年が経過いたしますことから、
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委員長 

 

伴委員 

 

 

 

 

委員長 

 

総務課長 

 

 

 

 

 

 

伴委員 

火災時等における住民の生命・財産を守る消防活動に支障をきたすことがないよ

う万全を期するため、消防ポンプ自動車を更新取得することにつきまして、その

価格が７００万円を超えますことから、地方自治法第９６条第１項第８号の規定

によりまして、議会の議決を求めるものでございます。恐れいりますが、議案書

の２枚目をご覧いただけますでしょうか。 

去る５月１８日に、指名競争入札を行いまして、契約金額につきましては、１，

９７７万８千円となっております。契約の相手方につきましては、株式会社モリ

タ関西支店 支店長 土居典生、なお、納車時期につきましては、本議会におき

まして、議決を賜りましたならば、本契約を締結し、来年３月２６日までに納車

を行ってまいりたいと考えております。 

以上、１．付託議案の（５）議案第２５号 令和２年度消防ポンプ自動車の取

得につきましてのご説明とさせていただきます。何とぞ温かいご審議を賜り、原

案どおりご可決いただきますよう、よろしくお願いを申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、質疑をお受けいたします。 伴委員。 

 

今、説明の中で、ひとつ気になったんですが、納車が３月２６日、確か今まで

もこういうような同じような議案、ここまで日にちかかったかなという気がする

んですが、これはまた世間の諸事情が関わってこうなったんか、だいたい車とい

うのはこれぐらいの納期がかかるもんかだけ教えてください。 

 

 仲村総務課長。 

 

これまで輸送車ということで、可搬式のポンプを積んだ輸送車をこの３年間更

新はしておりましたが、今回はポンプ車ということで、通常業者の方に確認いた

しますと、これぐらいの納期がかかるということでなっておりまして、今回コロ

ナの影響もある中で、この納期で大丈夫かということを確認いたしまして、その

結果としてもこの納期では大丈夫だということで、現時点では確認しているとい

う状況でございます。 

 

今年度中に納車されることを願っておりますので、お願いします。 
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委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

財政課長 

 

 

 

 

 

財政課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案については、当委員会として原案どおり可決すること

にご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。よって、議案第２５号については、当委員会として満場

一致で可決すべきものと決しました。 

次に、（６）議案第２６号 令和２年度斑鳩町一般会計補正予算（第５号）に

ついてを議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 福居財政課長。 

 

それでは、議案第２６号 令和２年度斑鳩町一般会計補正予算（第５号）につ

きましてご説明申しあげます。 

まず、議案書を朗読いたします。 

  

（ 議案書朗読 ） 

 

それでは、本補正予算の内容につきまして、ご説明申しあげます。 

まず、歳入からご説明させていただきます。補正予算書の７ページをお開きい

ただけますでしょうか。 

はじめに、第１５款 国庫支出金、第１項 国庫負担金では、第１目 民生費

国庫負担金で、低所得の高齢者に係る介護保険の第１号保険料の軽減強化を完全

実施するための介護保険事業特別会計への繰出金に対して、負担金が交付される

ことから、介護保険低所得者保険料軽減負担金５４９万４千円の増額をお願いす

るものであります。次に、第２項 国庫補助金では、第２目 民生費国庫補助金
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で、児童手当制度の事務手続きにおける年金関係の情報連携が、本年６月から開

始されたことに伴い、必要となった児童手当システムの改修費に対して、補助金

が交付されることから、子ども・子育て支援事業費補助金５１万３千円の増額を

お願いするものであります。第６目 消防費国庫補助金では、新型コロナウイル

ス感染症の拡大防止のため、大和川水系総合水防演習が中止となったことから、

社会資本整備総合交付金８万７千円の減額をお願いするものであります。第７目 

教育費国庫補助金では、第１節 小学校費補助金で、本年３月の小学校の臨時休

業に伴う給食休止により生じた保護者への給食費返還手数料や食材購入に係る違

約金に対して、補助金が交付されることから、学校臨時休業対策費補助金２２０

万２千円の増額、国のＧＩＧＡスクール構想の児童１人１台端末の整備について、

令和５年度までに計画的に整備するとされていましたが、国より令和２年度内の

整備完了の方針が示され、その整備費に対して、国の補正予算により措置された

補助金が交付されることから、情報機器整備費補助金３，２９４万円の増額、第

２節 中学校費補助金においても、小学校費補助金と同様の理由により、学校臨

時休業対策費補助金７９万２千円の増額と情報機器整備費補助金１，４２２万円

の増額をお願いするものであります。８ページをお開きいただけますでしょうか。

第１６款 県支出金、第１項 県負担金では、第２目 民生費県負担金で、国庫

負担金と同様の理由により、介護保険低所得者保険料軽減負担金２７４万７千円

の増額をお願いするものであります。次に、第１９款 繰入金、第１項 基金繰

入金では、第１目 財政調整基金繰入金で、新型コロナウイルス感染症等に関す

る町独自の地域経済の活性化支援、教育環境の整備等の実施に伴う財源として、

６，８００万円の増額をお願いするものであります。次に、第２１款 諸収入、

第４項 受託事業収入では、第１目 受託事業収入で、いかるがパークウェイ整

備に伴う発掘調査を国から受託して実施することとなったことから、発掘調査受

託料１千万円の増額をお願いするものであります。９ページにお移りいただけま

すでしょうか。第５項 雑入では、第５目 雑入で、自治会から申請のあった自

治総合センターコミュニティ助成事業において、神南自治会の集会所の建設及び

西里自治会の放送設備の整備が助成対象として決定されたことから、１，６４０

万円の増額をお願いするものであります。以上が、歳入の補正内容であります。 

１０ページをお開きいただけますでしょうか。歳出予算の補正についてであり

ます。はじめに、第２款 総務費、第１項 総務管理費では、第１目 一般管理
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費で、町長及び副町長の給与減額措置に伴い、第２節 給料で６９万６千円の減

額など、その他合わせて７６万６千円の減額と、第１８節 負担金補助及び交付

金で、歳入で申しあげた自治会に対する自治総合センターコミュニティ助成金１，

６４０万円の増額をお願いするものであります。次に、第３款 民生費、第１項 

社会福祉費では、第９目 介護保険事業繰出費の第２７節 繰出金で、歳入で申

しあげた介護保険の第１号保険料の軽減強化に係る介護保険事業特別会計への繰

出金１，０９８万９千円の増額をお願いするものであります。次に、第２項 児

童福祉費では、第５目 児童手当支給事業費の第１２節 委託料で、歳入で申し

あげた児童手当システムの改修に要する費用として７７万円の増額をお願いする

ものであります。１１ページにお移りいただけますでしょうか。第６款 商工費、

第１項 商工費では、第２目 商工業振興費で、新型コロナウイルス感染症の影

響を受けた地域経済の活性化策として実施する（仮称）生活支援クーポン券の発

行に要する費用として、第１８節 負担金補助及び交付金で、クーポン券の換金

分の補助金１，８００万円の増額など、その他事務費を合わせまして２，０２０

万３千円の増額、また、同じく第１８節 負担金補助及び交付金で、新型コロナ

ウイルス感染症の拡大防止のため、日本青年会議所主催の第４８回奈良ブロック

大会（仮称）今昔物語が中止となったことから、この開催補助金７５万円の減額

をそれぞれお願いするものであります。次に、第８款 消防費、第１項 消防費

では、第２目 非常備消防費の第１８節 負担金補助及び交付金で、新型コロナ

ウイルス感染症の拡大防止のため、奈良県消防操法大会が中止となったことから、

その出場補助金４５０万円の減額をお願いするものであります。第５目 災害対

策費では、第１８節 負担金補助及び交付金で、歳入で申しあげた大和川水系総

合水防演習が同様に中止となったことから、この開催負担金１７万４千円の減額

をお願いするものであります。１２ページをお開きいただけますでしょうか。 

第９款 教育費、第１項 教育総務費では、第２目 事務局費で、教育長の給

与減額措置に伴い、第２節 給料と、第３節 職員手当等で、合わせて１８万９

千円の減額をお願いするものであります。次に、第２項 小学校費では、第２目 

教育振興費で、歳入で申しあげた小学校のＩＣＴ環境整備における、パソコンの

購入や設定等に要する費用として、合わせて６，４３５万円の増額をお願いする

ものであります。第３目 保健体育費では、第１８節 負担金補助及び交付金で、

歳入で申しあげた保護者への給食費返還手数料や食材購入に係る違約金に対する
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町の負担金として、学校給食費返還等事業負担金５８２万２千円の増額をお願い

するものであります。次に、第３項 中学校費では、小学校費と同様の理由によ

り、第２目 教育振興費で、パソコンの購入や設定等に要する費用として、合わ

せて２，７６０万円の増額、また、第３目 保健体育費で、学校給食費返還等事

業負担金２０９万９千円の増額をお願いするものであります。１３ページにお移

りいただけますでしょうか。第５項 社会教育費では、第４目 文化財保存費で、

歳入で申しあげた、いかるがパークウェイ整備に伴う発掘調査に要する費用とし

て、合わせて１千万円の増額をお願いするものであります。最後に、第１２款 予

備費、第１項 予備費では、第１目 予備費で、今回の補正から生じた財源１３

６万７千円を留保させていただくものであります。 

それでは、１ページにお戻りいただけますでしょうか。 

予算総則を朗読させていただきます。 

 

（ 予算総則朗読 ） 

 

以上で、議案第２６号 令和２年度斑鳩町一般会計補正予算（第５号）につき

ましてのご説明とさせていただきます。ご理解を賜りまして、原案どおりご可決

いただきますようよろしくお願い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、質疑をお受けしたいと思いますが、さきに開催され

ました厚生常任委員会において、所管に関する内容につきましては説明がなされ

ておりますことを申し添えておきます。 

それでは、質疑をお受けいたします。 齋藤委員。 

 

 １２ページの教育費のところのパソコンですけども、これ今回の購入で、全生

徒１台ずつ当たるっていうふうに考えてよろしいんでしょうか。 

 

 岡村教委総務課参事。 

 

 パソコンの台数の話でございますが、今年度で小中学校すべての生徒を１人１

台のパソコンを導入するということで考えております。以上です。 
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溝部委員 

 

 

 導入の時期は、だいたいいつぐらいになるんでしょうか。 

 

 こちらの購入につきましては、今、奈良県全体で、奈良県の教育委員会がまと

めております共同調達を利用して取り組んでいこうというところで今進めている

ところでございます。ただし、台数がなにぶん多いというところで、パソコンが

現在不足しているという状況も起こっている中で、早くても８月の末以降になる

というところで進めているところで、随時、いっぺんに全部の台数が入ってくる

というところではなく、順番に入ってくると今お聞きしているところであります。 

 

 ほかにございませんか。 溝部委員。 

 

 今の機器なんですけれども、もうその種類、購入される機器の種類っていうの

は今の段階で決まっているということなんですか。 

 

 岡村教委総務課参事。 

 

 こちらの導入する機器でございますが、国の方から３つの仕様というのが現在

示されております。その中では一般的に言うｉＰａｄですね、それと従来のＷｉ

ｎｄｏｗｓタイプのパソコン、それと現在ちょっとテレビでも話題になっており

ますクロームブックという３つの機種が示されております、ただし、使い方につ

きましては、同じような使い方できるという、パソコンの中で動かすというか、

仮想のクラウドで動かしていくということを基本にしてますので、どの機種に当

たっても同様の授業ができるということで、進んでいるところでありますが、現

在奈良県におきましても数が多いクロームブックというグーグルから出ているパ

ソコンがございます、一応、こちらの方で現在検討しているところであります。

ただし、今後共同調達の中で、仕様等で確実に決まっているわけではないんです

が、その方向で考えているところでございます。以上です。 

 

 ということは、小さい学年の子でもクロームブックということでよろしいです

か。 
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 そうですね、同じ機種でやっていこうということで考えております。以上です。 

 

 その中で使う教材とかっていうのは、もう決まっているような状態ですか。 

 

 今、県のほうで、県全体で会議等でその中に入れる教材については、現在仕様

を固めていっているところでございます。そちらのほうで今後決まった中で、プ

ロポーザルでやるという方向が示されてますので、現在、確実にこの教材を入れ

るというのは決まっておりません。 

 

 齋藤委員。 

 

 １１ページの（仮称）生活支援クーポン券とありますけども、具体的にはどの

ような内容でしょうか。 

 

 本庄まちづくり政策課長。 

 

 今、ご質問いただきました（仮称）生活支援クーポン券でございます。こちら

のほう、今現在考えておりますのが、５００円以上のお買い物で２５０円の割引

ということで使っていただけるクーポン券を１世帯あたり１，５００円分、２５

０円の６枚いうことで、１世帯あたりということで配布をしてまいりたいと、こ

のように考えているところでございます。 

 

 これは一般財源から出てますけども、最終的には国の補助はあるんでしょうか。 

 

 こちらにつきましては、国から照会のございました地方創生の臨時交付金、こ

ちらの計画にもあげさせていただいておりまして、そちらの方で交付がございま

したら、国の交付金をあてていきたいと考えております。以上でございます。 

 

 こちらの生活支援クーポン券の発行については、のちほど報告事項のほうでも

触れていただきますので。 
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 ほかにございませんか。 伴委員。 

 

 １２ページのパソコンですねんけど、小学校、中学校の、一番上の機器設定業

務委託、機器設定業務ってどんなことしてくれはりますねやろ。 

 

 岡村教委総務課参事。 

 

 こちらの機器設定業務でござますが、国から補助いただくパソコンですが、ま

ずパソコンが学校に導入されるということになります。ただし、Ｗｉ－Ｆｉ環境

等の設定というのはなされていないところです。そこで機器は導入されますと当

初の学校でネットワークを使うためとか、そういった設定、管理者が見るための

ものとかそういった設定が必要になってきます、一般的に「キッティング」と呼

ばれる部分でございますが、そちらの設定費用を計上しております。以上です。 

 

 これは、今年はこれで、次年度からもやっぱり費用はかかっていくものと考え

ていいわけですか。 

 

 基本的には費用というのはかかってこないと、今年度で設定終わりますと、パ

ソコンはそのまま使っていきますし、無線ＬＡＮの使用についてもそのまま使っ

ていくことになりますんで、基本的にはかからないというところです。以上です。 

 

 最後に。小学校では６５０万弱、そして中学校では２７０万、イメージとした

ら３学年が中学で、小学校は６学年ある、ただ、学校が３校あるのと、２校ある

のと、考えてみるとちょっと小学校のほうが割高になっているように思いますね

けど、このあたりの数字の出し方、出す根拠はどないなってるでしょうか。 

 

 まず、金額の出し方につきましては、昨年度、まず補正予算で計上しておりま

す金額が、小学校５年、６年、中学校１年の３学年を昨年度で計上していたとこ

ろです。これは国の示す入れる順序ということに基づいて設定したわけでござい

ますが、今年度になりまして、コロナ感染症対策によりまして、ＩＣＴを早急に

進めていくといった中で、前倒しで全ての学年の補正予算がつくということで、
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今年度ですべての分というのを計上させていただきましたので、ちょっと昨年度

の分、少し小学校が多かったので、こういった金額差になっているというところ

でございます。以上です。 

 

 ほかにございませんか。 

 今回、補正予算ということで、金額等についての質疑が多かったんですけども、

パソコンの購入については以前からセキュリティをどうするとか、使い方をどう

するとか、いろいろ質疑が出てたと思いますけど、今後そうした仕様等について

ですね、まとまった形で総務委員会にご報告はいただけるんでしょうか。 

 岡村教委総務課参事。 

 

 現在県でまとめまられております仕様等が示されまして、今後、共同調達でや

っていった中で、決まり次第、またご報告させていただきたいと考えております。 

 

 よろしくお願いしておきます。 

 ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案については、当委員会として原案どおり可決すること

にご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。よって、議案第２６号については、当委員会として満場

一致で可決すべきものと決しました。 

次に、２．継続審査について、（１）斑鳩町における発掘調査等の文化財の調

査、保存及び活用に関することについてを議題といたします。 

理事者の報告を求めます。 平田生涯学習課参事。 
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それでは、２．継続審査（１）斑鳩町における発掘調査等の文化財の調査、保

存及び活用に関することについて、ご報告いたします。 

はじめに、史跡藤ノ木古墳春季石室特別公開についてであります。令和２年２

月２０日開催の当総務常任委員会にてご報告させていただきました史跡藤ノ木古

墳春季石室特別公開につきましては、４月２５日（土）と２６日（日）の２日間

の開催を予定しておりましたが、今般の新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

開催を中止とさせていただきました。次に、斑鳩町文化財活用センターの運営に

ついてであります。令和２年３月１７日開催の当総務常任委員会にて、ご報告さ

せていただきました斑鳩町文化財活用センターの臨時休館につきましては、その

感染拡大を防止するため、３月５日より臨時休館とさせていただき、その後も感

染拡大防止のため、臨時休館の期間を５月３１日まで延長させていただいており

ましたが、感染予防の対策を講じた上で６月１日より開館を再開しております。

なお、この臨時休館に伴い、今年度の春季企画展として計画しておりました「知

られざる斑鳩の古墳―斑鳩の古墳展②―」の展示につきましては、中止とさせて

いただいておりますのでご報告いたします。 

次に、令和元年度斑鳩文化財センター入館状況についてであります。お手元に

配付しております、資料１ 令和元年度斑鳩文化財センター入館者数（令和２年

３月３１日現在）をご覧いただけますでしょうか。資料の構成につきましては、

１で通常開館における入館者数、２から３で企画展および特別展の開催期間にお

ける入館者数、そして、４で入館者総数に区分して整理しております。一番下の

４のところでありますが、令和元年度の入館者総数は７，９９４人となっており、

平成３０年度と比較して１，０７９人の減となっております。減少しました主な

理由としましては、３月の当センターの臨時閉館によります減少が主な理由と分

析しておりますところでございます。そこで今後は、新型コロナウイルスの感染

状況等を勘案いたしまして、文化財活用センターにおける展示会をはじめとしま

す文化財関係の事業につきまして検討をいたしまして、引き続き魅力ある歴史や

文化の情報発信について努めてまいりたいと考えております。 

次に、こども考古学教室の開催についてであります。勾玉づくりなど、こども

考古学教室につきましては、例年、子どもたちが参加しやすい夏休み期間中に開

催しておりました。しかし、今年は新型コロナウイルス感染拡大防止にともない

小学校が臨時休業をしておりましたことから、夏休み期間の日数も減少すること



 - 25 - 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

齋藤委員 

 

 

委員長 

 

生涯学習

課参事 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

  

委員長 

 

 

 

 

となっております。今年度の夏休み期間中のこども考古学教室の開催については

そのことにより中止とさせていただきます。こうしたことから、秋以降における

開催につきましては、今後の感染状況や教育におけます情勢等を勘案しまして、

検討してまいりたいと思っております。 

以上、斑鳩町における発掘調査等の文化財の調査、保存及び活用に関すること

についての報告であります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

報告が終わりましたので、質疑、意見があれば、お受けいたします。 

齋藤委員。 

 

斑鳩の知られざる古墳展、中止とおっしゃいましたけども、大変楽しみにして

おったんですけども、秋とか、来年とか開催する予定はあるんでしょうか。 

 

 平田生涯学習課参事。 

 

今後の展示の開催につきましては、また内部等々いろんな指導していただく機

関もございますので、相談してまいりたいと考えております。今年度の開催につ

きましては、秋季の展示会につきましては、もう演題も決まっておりますので、

それに代わるということはできませんけども、例えば来年度の計画を考えていく

中で、今回中止しました古墳展につきましても、再度協議が整えば、延期という

形になっての開催を検討してまいりたいと考えている次第でございます。 

 

ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結いたします。 

継続審査については、報告を受け一定の審査を行ったということで終わります。 

ここで１０時２０分まで休憩いたします。 

 

（ 午前１０時０１分 休憩 ） 
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（ 午前１０時２０分 再開 ） 

 

再開いたします。 

次に、３．各課報告事項についてを議題といたします。 

（１）第５次斑鳩町総合計画の策定に向けた進捗状況について、理事者の報告

を求めます。 本庄まちづくり政策課長。 

 

おはようございます。それでは、第５次斑鳩町総合計画の策定に向けた進捗状

況につきましてご報告をさせていただきます。 

本年２月の委員会におきまして、第１回斑鳩町総合計画審議会の資料により、

策定指針、骨子案等についてご報告をさせていただきました。その後、３月２３

日に第２回総合計画審議会を開催をいたしまして、基本構想（素案）についてご

審議をいただきました意見を踏まえ、また基本計画を含めた各担当部署の取り組

み内容等のとりまとめをさせていただいたところでございます。 

本日、お配りをしております資料は、これらとりまとめた第３回総合計画審議

会の会議資料でございまして、新型コロナウイルスの関係から書面開催とし、総

合計画審議会委員の皆さまには、６月３日に資料を送付、また６月１６日までに

ご意見をいただく予定と、このようになっているところでございます。 

それでは、資料に基づきまして、ご説明をさせていただきます。はじめに資料

２－１、第５次斑鳩町総合計画（素案）こちらのほうをお願いいたします。１枚

めくっていただきまして、表紙の裏面の目次をお願いいたします。計画の構成で

ございます。Ⅰ 序論、Ⅱ 基本構想、Ⅲ 前期基本計画－まちづくりの基本施

策－、Ⅳ 重点施策－第２期斑鳩町まち・ひと・しごと創生総合戦略、末尾に（資

料編）といった構成としております。 

１８ページをお願いいたします。斑鳩町のめざす将来像、まちづくりのテーマ

でございます。今後１０年のまちづくりにおきまして、住民、事業者とともに実

現をめざします「まちの将来像」といたしまして、『「和」で紡ぎ 未来へ歩む 

私たちの斑鳩』を掲げてまいりたいと考えております。先人たちから受け継いで

きた聖徳太子の「和」の精神をもって、住民一人ひとりが、多様な価値観を尊重

しながら、世代を超えて支え合い、未来へ歩んでいくまち「斑鳩」を本町の将来

像とし、そのためには、人、歴史文化、自然といった私たちの斑鳩だけが持つ魅
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力、財産を生かし、横断的かつ戦略的な施策展開をはかることで、住み続けたい

まち、住んでみたいまち、また訪れたいまちの実現をめざすものでございます。

この将来像、テーマにつきましては、第２回総合計画審議会におきまして、ご承

認をいただいたところでございます。 

続きまして、２０ページをお願いいたします。第５次総合計画をすすめるにあ

たりまして大切にする価値観あるいは考え方として、３つのまちづくりの基本的

な考え方、また２１ページから２２ページにかけまして、まちの将来像の実現を

めざした施策の展開をはかるため、まちづくりの基本的な考え方を踏まえた７つ

の基本目標を定めております。それぞれ、第２回斑鳩町総合計画審議会で承認を

されたものでございます。次の２３ページには、総合計画全体の施策の大綱をお

示ししております。各分野で取り組むべき２４の施策の基本方向・体系につきま

しては、３３ページ以降の前期基本計画－まちづくりの基本施策－において整理

をさせていただいております。 

次に、２４ページをお願いいたします。将来展望人口につきましては、本日お

配りをしております、資料２－２の第２期斑鳩町人口ビジョンに基づきまして、

総合計画の目標年次である２０３０年の目標人口は、２４，８００人をめざすこ

ととしております。３３ページから９５ページにかけましては、前期基本計画－

まちづくりの基本施策－となっております。各分野で取り組むべき２４の施策ご

とに、課題、目標とする姿を明らかにし、政策指標を掲げ、施策体系ごとに主な

取り組み内容を示しております。 

また、９７ページをお願いいたします。こちら、９７ページからは、重点施策

－第２期斑鳩町まち・ひと・しごと創生総合戦略－となっております。９９ペー

ジの重点施策の施策体系をお願いいたします。第２期総合戦略につきましては、

第１期総合戦略の枠組みを継承しつつ、まちづくりの全般の計画である総合計画

の重点施策として位置付けをいたしまして、２４の基本施策から、人口減少対策、

また、地域活性化に資する施策を抽出し、横断連携的な視点で３つの柱にとりま

とめいたしますとともに、新たに２つの横断的視点を取り入れ、これまで以上に

積極的に取り組むほか、効率的・効果的な進捗管理に努めることとしております。

本日お配りしております資料２－３の第２期斑鳩町まち・ひと・しごと創生総合

戦略の内容を抜粋をいたしまして、総合計画（素案）に掲載をしているところで

ございます。本日お配りをしております資料２－２は第２期 斑鳩町人口ビジョ
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ン、資料２－３は第２期 斑鳩町 まち・ひと・しごと創生総合戦略となってお

ります。内容の説明は割愛をさせていただきますが、後ほど、ご覧いただければ

と、このように思います。 

最後に、今後のスケジュールでございます。第３回総合計画審議会で書面によ

りいただきましたご意見を取りまとめをおこないまして、町ホームページにて公

表することを予定をしております。また、第４回 斑鳩町総合計画審議会は、７

月下旬から８月上旬頃に開催してまいりたいと考えておりまして、委員の皆様と

現在日程の調整をしているところでございます。引き続き、本総務常任委員会に

おきましては、総合計画の策定状況等について報告をしてまいりたいと考えてお

りますので、委員皆さま方には、何卒、よろしくお願いいたします。 

以上、まことに簡単ではございますが、第５次斑鳩町総合計画の策定に向けま

した進捗状況についてのご報告とさせていただきます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けいたします。 

 

（ な  し ） 

 

次に、（２）町立小・中学校及び幼稚園の再開後のスケジュールについて、理

事者の報告を求めます。 松岡教育委員会総務課長。 

 

それでは、３．各課報告事項（２）町立小・中学校及び幼稚園の再開後のスケ

ジュールについて、説明をさせていただきます。 

資料３をご覧いただきたいと思います。 

既にご承知の通り、新型コロナウイルス感染拡大防止への対応といたしまして、

本年３月には、政府の要請によりまして小・中学校を臨時休業とし、４月には、

始業式、入学式、入園式など一旦は学校を再開いたしましたが、政府が緊急事態

宣言を発令したことを受けまして、ここに幼稚園を含め臨時休業の措置を講じて

おりました。その後、５月１４日でございますけれども、奈良県において、また

そののちには全国の緊急事態解除宣言が出され、こうした経過の中で６月１日か

らの学校・幼稚園の再開に向け、準備を進めてきたところでございます。 

この経過についてでございますけれども、５月２５日から２９日まで間につき
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ましては、再開準備期間といたしまして、週２回程度の登校、登園日を設定いた

しました。また、６月１日からは、毎日の登校といたしながら、クラスをグルー

プに分けるなど、午前、午後に分散しての登校とするなど、段階的に再開をして

きているところでございます。 

そして、来週６月１５日からは、一斉登校、一斉登園による通常登校の再開を

予定しているところで、学校・幼稚園ともまた給食も再開してまいりたいと考え

ております。なお、再開にあたりましては感染予防対策といたしましては、マス

クの着用、手洗いの徹底、施設の消毒といった基本的なものはもちろんのこと、

児童生徒の机の飛沫防止のガード、パーテーションの設置、授業中の教員のフェ

イスシールドの着用などといった取り組みも行ってまいりたいと考えてございま

して、現在、鋭意、検討準備を進めているところでございます。また、給食につ

きましては、栄養価を保ちつつ、配膳の過程を簡略化できる献立を工夫しながら

行ってまいりたいと考えているところでございます。その他の教育活動につきま

しても、学校再開ガイドラインや国、県の通達等これらにも留意いたしながら、

それぞれ対策を講じ、取り組むこととしてまいりたいと考えてございます。 

次に、夏期休業についてでございます。臨時休業に伴います学習の保障、学力

の補充をしていくために、例年より夏期休業を短縮することとしてまいります。

幼稚園につきましては、７月３１日を第１学期の終業とし、８月１日から８月３

１日までの３１日間を夏期休業といたします。小・中学校につきましては、８月

７日を第１学期の終業とし、８月８日から８月２３日までの１６日間を夏期休業

といたします。なお、併せまして、一日の授業時数の追加や、学校行事につきま

しては、授業時間の確保の観点のみならず、新型コロナウイルス感染拡大防止の

観点からも、実施の可否、実施形態の見直しが必要であると考えられることから、

引き続き、学校、幼稚園とも十分に協議を行って検討をしてまいりたいと考えて

いるところでございます。以上でございます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けいたします。 

ございませんか。 齋藤委員。 

 

６月１５日から通常登校（一斉登校）というのがありまして、それから８月２

５日から通常授業とありますが、通常登校と通常授業は違うんですか。 
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松岡教委総務課長。 

 

８月２５日からの通常授業と申しますのは、短縮等ではなく終日の授業を想定

した記載したものでございます。 

 

通常登校と言いますのは、全部登校するけども授業は短めということですか。 

 

表記がややこしくなって申し訳ございませんが、６月１５日からの通常と申し

ますのは、その前の段階的にグループに分けての分散登校との区別をするために

表記をさせていただいたものでございますので、ご理解賜りたいと思います。 

 

暫時休憩します。 

 

（ 午前１０時３２分 休憩 ） 

（ 午前１０時３３分 再開 ） 

   

再開いたします。 

他にございませんか。 嶋田委員。 

 

子どもら帰ってくるの見てますとね、マスクしてはるんですけど、赤い顔して、

特に低学年の子、帰ってるんです。ほんで、しんどかったら、もうマスク外しや

と言うてますねんけど、先生に怒られるとは言うてないんですけども、先生の言

いつけを守ってはるみたいなんです。登校時はまだ朝のうちやから涼しい、せや

けど午前、午後に分かれて行く時に、午後から行く子、１２時１５分ぐらい集ま

って行くのに僕らでも息苦しい、ほんなら低学年の子やとかかわいそうなほどで

す、また３時過ぎ、４時前ぐらいに帰ってくる子、ほんまに赤い顔して帰ってき

はんので、そらマスクも重要か知らんけども、集団登校の時は密になる、ただし

帰ってくる時は、しんどかったらマスク外せと、そういうふうなことを学校のほ

うでも指導したってほしいなと思うんですけど、要望としてお願いしときますわ。 
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松岡教委総務課長。 

 

おっしゃっていただいてる件につきましては、各報道等でも指摘を受けてると

ころでございますので、町のほうといたしましては、６月３日付でございますん

ですけれども、小中学校、幼稚園に対しましてマスクの着用の取り扱いという形

で通知をしたところでございます。この中では、登校、登園時については一定の

間隔を保ったうえでマスクの着用を要しない場面もあってもいいだろうというよ

うなことも記載しているところでございます。そのほか、教室、保育室等の中で

も一時的にそういうマスクを着用をしないで済むようなタイミングを設けるとか、

こういったことについても一定の取り扱いをお知らせしているところです。こう

いったことを受けながら学校では、それぞれ運用していくべきものと考えてござ

いますので、いま、委員おっしゃるように登下校のなかでそういう場面があった

というようなことでございますけれども、そのあたりはまた学校とも状況を確認

しながら進めてまいたいと考えてございますので、ご理解賜りたいと思います。 

 

いまね、一定の間隔を持ってたらとかおっしゃいましたけどね、下校時、友達

としゃべりながら帰ってくる、そんなもん一定の間隔も何もない、それこそ密で

すやん、２人、３人が。それでも暑いさかいにマスクして帰って来てるわけです

わ、そこらへん、高学年の子は顎にマスクやったりしてますけど、低学年の子は

きっちりやったりしてるんですわ、かわいそうなほどですよ、実際見たら。せや

からね、等間隔やとかそんな事言わんと、しんどかったらマスク外せと、そうい

う指導したってくれ、言うてますねや。 

 

おっしゃる通りでございますので、その部分につきましては、現状にあわせて

運用できるように学校と話をさせていただきたいと思います。 

 

ほかにございませんか。 溝部委員。 

 

現段階で決まっている、足りない授業分のスケジュールというのを教えていた

だけますでしょうか。 
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現在の授業の足りない分ということでございますけれども、若干学年によって

異なるところではございますけれども、文部科学省が示す標準時間と申しますの

が１，０１５時間ということで、これは１週間あたり２９時間の３５週というこ

とで算定されるものでございます。これを現状の再開後のスケジュールに当ては

めましていくとなかなか厳しいところはございますんですけれども、現状の中で

確保できる週数と言いますのは、３３週間、この後再開後に確保できるのは３３

週分でございます。これらの中で学校行事等に１週分を充てるといたしますと、

授業に充てられるのが３２週程度等を想定おります。従来３５週を３２週間で、

ということをしていくことになりますので、こうしますと授業のスピードアップ

を図らなければいけないということになりかねない。こうしたところではやはり

丁寧な授業が難しいというようなことになってまいりますので、これを授業数を

追加するというようなことで時間の確保をはかっていきたいなというところです。

従いまして、仮に７限目授業をするといたしますと、１日に１時間余分に確保で

きると、３週分足りないということですので、１週分では２９時間、３週分です

と８７時間、これらを確保しようとするならば、おおむね３か月程度の７時間授

業を確保していくというようなことで、現在想定しているところです。 

 

７時間するということは、時間を短縮して、という形で、ということでよろし

いですか。 

 

１時間当たりの授業時間を若干縮めながらその７時間目の時間を１日の中で設

けていくというような形で考えてございます。 

 

今のところは土曜日もされないという理解でよろしいでしょうか。 

 

土曜日授業につきましては、今のところ想定しておりませんが、一旦は７時間

授業で計画をあてはめてみたというところで考えております。 

 

夏期休業中も同じような考え方でよろしいでしょうか。 
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割り振りにつきましてはもう少し検討を要することになりますけれども、夏期

休業中もその時間帯等での授業を想定してございます。 

 

ありがとうございます。先ほどちょっと嶋田委員もおっしゃいましたけども、

コロナの対策ももちろんあれだと思うんですけど、熱中症の対策については、ど

のようなことを具体的に考えていらっしゃるのか。 

 

熱中症対策につきましては、学校のほうでもそれぞれ直接ご意見をお聞きして

いるというような状況でございます。この中で従来ですと、バンダナタイプのネ

ッククーラーですかね、こうしたものの活用というのは、これまでなかなか難し

いところがあったんですけれども、これらの活用を夏期の登下校を想定すると容

認していくことも必要なのかなというところで、現在各学校とも精査していると

ころでございます。 

 

そのネッククーラーというのは、町から配布するっていうことですか。 

 

今のところ町からの提供というところは考えてございません。 

 

ありがとうございます。以前なんですけど、小学校のボランティアをしてる時

に、子どもがちょっと熱中症気味になってるのを先生がさぼってるというふうに

ちょっと見てはる時があって、明らかに顔色が悪かったんですけども、それをち

ゃんとしなさい、みたいな指導をされてたのを見かけたことがあって、過度に心

配するのも、活動を制限しすぎるのも良くないと思うんですけども、熱中症も早

めに気付けるとそんなに重症にはならないと思いますので、特に小さい子は自分

の体調をあまり言えないと思いますので、先生方に最初の応急処置の仕方とかっ

ていうのをお願いしたいなと思って、申しあげておきます。 

 

今まで以上にですね、暑い中での登下校というのが想定されますので、小さな

兆候をつかんでいくようなことも整理してまいりたいと考えております。 
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先ほど３３週のうち１週が学校行事という話ありましたけども、いま学校行事、

運動会とかいろんなものがありますけども、どのような形で考えておられるでし

ょうか。 

 

松岡教委総務課長。 

 

現在の状況では、従来の形式での開催は難しいのかなというところでございま

す。例えば運動会をとりましても、保護者の皆さまの観覧を一部制限の必要があ

ったり、種目を制限する、また見直す、また長時間の練習を事前に伴うような集

団の演技等の、これらの見直し、こういったこともあわせてしていくことで、実

現できていくのではないかなというふうに考えているところでございます。 

 

ということは、運動会は実施する、したいというような形でしょうか。 

 

やはり、小・中学校運動会、幼稚園も含めてですけれども、体育大会、これら

につきましては児童・生徒、幼児、これらには非常に楽しみにしている行事でご

ざいますので、何らかの形で実施していきたいというようなことで思ってござい

ますので、どういった対策を講じたら実現できるのかというところを見出してい

きいたいと考えております。 

 

他にございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

すみません、いろいろ今質疑を聞かせていただいてきたんですけども、確かに

この間、学校が休校になってましたんで授業の遅れをどう取り戻していくのかっ

ていうのは大事になってるかと思うんですけど、やっぱりコロナの災害というこ

とで子どもたちが受けてるストレス等ですね、そのケアがやっぱり重要になって

くるかなというふうに思うんです。７時間授業にしてとていうことも一つの方法
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かもしれませんけど、やっぱり子どもたちがそれについてこれるのかとか、休校

中にやっぱりいろんなストレスを抱えていると思いますので、そうした対応につ

いてはどういうふうに考えておられるでしょうか。 松岡教委総務課長。 

 

授業の遅れについてですけれども、７限授業と言いますのがストレスに直ちに

当たるかと言うと、必ずしもそうではないのかなというふうに考えてございます。

これは、７限目をせずに授業をするとすれば、授業の中身はスピードアップする

というようなことになりますので、こうしたところで早く進めると、またそれが

分かりにくさを生み出すということで、これもストレスになるんじゃないかなと

いう観点から、コマ数を増やして一定の時間を設けながら分かる授業を展開して

いきたいなというところで考えてございますので、ストレスを生じないように考

えた策といたしましての７限目授業ということでご理解を賜りたいと思います。 

 

ちょっと私の質疑とかみ合ってないんですけども、別に７時間授業必ずダメだ

と言ってるんじゃなくて、それもひとつの方法だというふうに思うんですけども、

まずやっぱり、子どもたちが学校に久しぶりに来て、今、試験的な登校もして様

子も見ていただいてると思うんですけど、例えばパーテーションをつけて区切っ

ていくことですとか、今後やっていく中で、やっぱりどういう反応が返ってくる

のかなというのですとか、教員の方等についてもこれまで以上の負担がかかって

きていて子どもたち一人ひとりの状況をつかめるのかどうか、その辺の心のケア

も含めて対応について、授業数のことについては、一定取り戻していかなあかん

と思いますんで、いろんな方法があると思いますし、それについては一概にだめ

だというふうに思わないですけども、そこの対応のところをどういうふうに考え

ておられるかなということなんです。 山本教育長。 

 

確かに委員長お述べのように子どもたちの負担、またこれからかかる教師の負

担等も考慮いたしまして、実は校園長会を開催いたしまして、校長に、例えばこ

の７限目授業もそうなんですけども、例えば教科の内容の重点化、教科の重点化、

詳しく言いますと、例えば中学校であるならば主要５科目を中心にまず枠をはめ

て重点化図っていきましょうと。中学校３年生につきましては、かなりなストレ

スを感じております、調査の結果が出ております、これは何かと言うと高校入試
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にかかわっての負担です。それを軽減するためにやはり主要５科目を中心にやっ

ていきましょう、そして主要５科目以外の教科につきましては、内容の重点化、

いわゆる必ず学ばなくてはならないことから重点化を図っていきましょう、とい

うこともやりながら、いわゆる小学校６年生、また中学校３年生のストレスの軽

減は今図っているところでございます。それからスピードをあげるというところ

です。課長のほうからも申しましたけども、どうしてもスピードアップを図って

いかなくてはならなくなります。先ほど３３時間という話、３２時間という話も

ございました、これは計算しますと１．１倍のスピードで、１．１倍のスピード

って計算上の話なんですけど、具体的にいきますと３週間分という話もございま

したけども、これは何とか学校行事等々含めていきますと、いけるであろうと。 

それから第２波、第３波がきた時の状態等も含めて、先ほど委員長のほうから

時間を確保するという方面では理解できるという話もいただきました。子どもた

ちの心のケアをはかるというところの部分ですけども、子どもたちはすごく今現

在ストレスを感じている子どもというのがいます。多くは長期の学校休業のあと、

学校がいきなり始まりましたんで、そのことによる、今まではこれは分散登校で

す、それが先ほど一斉登校という形で集団で登校するようになりましたら、今分

散登校ですので、分散のクラスの中の子とは仲良し、半分のクラスの子とはこれ

から仲良くなってもらわなければ、そういうストレスもございますし、それから

授業の遅れに対するストレスも感じております。従ってそういうことをすべて担

任の先生と話し合ってくださいと、何を話するかと言ったら、これは個人面談で

す。個人面談を通して子どもたちのストレス、抱えてるものは何かというのも把

握してくださいね、という話もしてるところでございます。そういった中であり

がたいことに、特に低学年の子を中心になんですけども、担任の先生は我々が言

うまでもなく、気遣いをしてくれております。 

そういう意味ではしっかり子どもたちのケアをしてくださいね。それでスピー

ドアップをはかる授業はしないでくださいねという話をしています。子どもたち

のペースで学べるようにしてくださいね、そのための７限目であるというのは課

長のほうから申した通りでございます。 

これからもまた校長を通しての話になるわけなんですけども、先生方のケアも

含めてなんですけども、子どもたちのケアに向けては重点的に気配りしながら、

配慮しながらやっていきたいと思います、以上です。 
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わかりました、やっぱり一番心配される点がその点ですので、コマ割りしなが

ら、やっぱりついてこれない子どもたちをつくらないようにしていただきたいの

と、あともう一点ですね、２月の終わり頃の休校を発表した時にも保護者からい

ろんな声があったんですけども、本来こうした時にはＰＴＡとの意思疎通ってい

うのをきちっと図っていくべきかなと思うんですけど、そこのところの対応につ

いてはどういうふうに考えておられるでしょうか。 松岡教委総務課長。 

 

休業の中にあってＰＴＡの皆さま方との連携というのはなかなか遠のいている

部分というのがあるという事実はご指摘の通りでございますけれども、しかしな

がら、これから学校の授業展開であったり、学校行事の見直しであったり、こう

したものにつきましては、当然のことながらＰＴＡの皆さま方との連携、それと

学校のほうからの丁寧な説明、こういったものが必要なのかなというところでご

ざいますので、このあたりついては積極的に行っていくよう学校に指導してまい

りたいと思います。 

 

個々に言うてきてくれはる人はいいんですけども、そうでない部分でＰＴＡで

把握されてる部分あると思いますし、やはり理解を求めながら進めていくという

町、教育委員会の姿勢ですね、学校と。が必要だというふうに思いますので、そ

の点についてはよろしくお願いしておきたいと思います。 

 他にございませんか。 

 

 （ な  し ） 

 

そうしましたら、これをもって質疑を終結いたします。 

次に、（３）令和元年度町税不納欠損処分及び町税収納状況について、理事者

の報告を求めます。 福田税務課長。 

 

それでは、各課報告事項（３）令和元年度町税不納欠損処分及び町税収納状況

について、ご報告させていただきます。 

はじめに、町税の不納欠損処分につきましては、資料４－１、令和元年度 町
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税不納欠損処分という標題の資料をご覧いただけますでしょうか。この処分につ

きましては、地方税法の規定に基づき、令和元年度において町税の不納欠損処分

を行ったものについて、ご報告させていただくものでございます。 

はじめに、１ページ（１）事由別内訳表でございますが、全体では、実人数４

４人、税額では１４８万５，４７０円の不納欠損処分を行っております。その内

訳につきましては、表に記載のとおりとなっております。一番上の地方税法第１

５条の７第４項つきましては、この表の下の欄外に記載しておりますとおり、滞

納処分の停止が３年間継続し、納付、納入義務が消滅するものでございます。次

に、地方税法第１５条の７第５項によるものでございます。こちらにつきまして

は、滞納処分する財産がなく、滞納処分の執行を停止した場合において、徴収金

を徴収できないことが明らかである場合、例えば、外国人労働者が帰国した場合

など、直ちに納入義務を消滅させるものでございます。続きまして、地方税法第

１８条第１項によるものでございます。こちらにつきましては、５年の消滅時効

にかかるものでございまして、全て滞納処分の停止を行っておりますが、停止期

間の３年を経過するより前に時効が到来し、徴収権が消滅するものでございます。 

続きまして、裏面、２ページをご覧いただけますでしょうか。こちらの表につ

きましては（２）年度別内訳表といたしまして、令和元年度に行った不納欠損処

分につきまして、税目別、年度別の件数と税額を整理したものでございます。 

続きまして、３ページをお願いいたします。（３）不納欠損処分の推移といた

しまして、税目別、事由別に、それぞれ平成２６年度からの不納欠損処分の推移

を整理したものでございます。平成３０年度との比較でございますが、実人数で

１１人増の不納欠損となっておりますが、税額につきましては３万８，１１３円

の減となっております。 

続きまして、町税収納状況についてご報告させていただきます。資料４－２、

令和元年度 町税収納状況という標題のＡ３折りの資料をご覧いただけますでし

ょうか。本資料につきましては、２つの表で構成されており、上の表では令和元

年度の町税の税目別の収納状況を、下の表では参考として、過去５年の年度別の

収納状況をお示ししております。上の表の一番下、「合計」の欄をご覧いただき

たいと思います。はじめに、調定額でございます。令和元年度の町税の調定額は、

現年分と滞納分を合わせまして３０億６，００８万４，２０９円となっており、

前年度と比較いたしまして１，２２８万４，１１８円、０．４パーセントの増と
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なっております。次に、収納額でございます。令和元年度の町税収納額は２９億

９，６９７万２，８０３円となっており、前年度と比較いたしまして１，８５２

万３，８６９円、０．６パーセントの増となっております。次に、調定額に対す

る収納率、表の右から３列目でございますが、令和元年度の収納率は、前年度と

比較いたしまして０．２ポイント増の９７．９パーセントとなっております。 

また、町民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税、都市計画税の各税目別の

収納状況につきましては、表に記載のとおりとなっております。なお、軽自動車

税につきましては、令和元年１０月より燃費性能に応じて取得時に課税されます

環境性能割が新たに導入されており、この環境性能割の調定額、収納額とも５０

万７，９００円となっております。 

最後に、滞納額の状況についてでございます。上段の表の右から４列目、調定

額に対する収納残額の一番下の合計欄をご覧いただきたいと思います。令和元年

度末の滞納額は６，１６４万３，３１１円で、下の表に記載している前年度の平

成３０年度決算における滞納繰越額６，７８８万７，７３１円と比較いたしまし

て６２４万４，４２０円、９．１パーセントの減となっております。 

以上、簡単ではございますが、令和元年度町税不納欠損処分及び町税収納状況

についてのご報告とさせていただきます。よろしくお願い申しあげます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けいたします。 

 

（ な  し ） 

 

次に、（４）斑鳩町コミュニティバスの利用状況について、理事者の報告を求

めます。 本庄まちづくり政策課長。 

 

それでは、各課報告事項の４つ目でございます、斑鳩町コミュニティバスの利

用状況について、ご説明をさせていただきます。 

本日、お配りをしております資料５をお願いいたします。 

まず資料の１ページ、１つ目でございますコミュニティバス実証運行期間の利

用状況の１．１、利用者数の比較であります。昨年度、令和元年度では、４月か

ら、バスの運行台数を２台から１台に、便数を１日８便から４便に減便をいたし
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ますとともに、高齢者の運賃無料化等の再編を行ったところでございます。この

減便によりまして、令和元年度の利用者数は、合計で２万３，３９２人、１日あ

たりの平均利用者数は６５．０人となっており、前年度、平成３０年度と比較を

いたしますと１２．４パーセントの減少となっております。１便あたりの利用者

数平均につきましては、平成３０年度が９．３人、令和元年度は１６．３人とな

っているところでございます。なお、本年４月からは、笠町から王寺駅への乗継

券を廃止をさせていただきまして、王寺駅に直接乗入れしておりますけれども、

新型コロナウイルス感染症の影響によります４月１２日以降の各公共施設の閉館

などに伴いまして、本年４月の利用者数は、大きく減少し、４月と５月の２か月

間では対前年度４１．７パーセントの減となっている状況でございます。 

２ページをお願いいたします。１．２、月別利用者数の比較でございます。青

色の令和元年度では、利用者が最も多い月が１２月の７０．１人、最も少ない月

が３月の５４．８人となっております。次に、その下でございます１．３、曜日

別利用者数の比較でございます。平成３０年度、令和元年度とも、概ね同じ傾向

でございまして、火曜日と木曜日から土曜日にかけての利用者が多く、月曜日と

水曜日、また日曜日の利用者が少ない結果となっております。月曜日はふれあい

交流センター、また水曜日は老人憩の家の休館日となっております。参考といた

しまして、令和２年４月から５月の状況についてもあわせてお示しをさせていた

だいております。３ページをお願いいたします。１．４、乗車バス停、降車バス

停でございます。このページにございます２つの表は乗車又は降車する利用者が

多いバス停を、それぞれ上位１０番目まで抽出をしたものでございます。乗車・

降車ともに、お風呂の施設となります、ふれあい交流センターが一番多く、続い

て法隆寺駅、斑鳩町役場前、西老人憩の家が上位を占めております。４ページに

は、令和元年度の乗車・降車数の多い順番に並べさせていただきまして、平成３

０年度と比較をして、整理をさせていただいております。続いて５ページをお願

いいたします。２．料金支払い方法といたしまして、運賃収入における現金、Ｉ

Ｃカード、回数券のそれぞれの割合を示したものでございます。現金での支払い

が最も多く、ついでＩＣカードでの支払いとなっております。 

６ページをお願いいたします。こちらは、３．笠町から王寺駅乗継助成事業と

いたしまして、笠町・王寺駅間の乗継券の発行件数と助成金額を表したものござ

いまです。発行総枚数といたしまして、１，２６３枚、１か月あたり約１０５枚
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の利用がございました。なお、昨年度の本委員会では、４月からの運行内容等に

つきまして、利用者アンケート調査を行い、その結果についてご報告をさせてい

ただいておりましたけれども、今年度におきましては、新型コロナウイルス感染

症の影響を鑑み、現在、アンケート調査ができてない状況となってございます。

つきましては、今後アンケート調査の方、実施をいたしましたら、改めて本委員

会の方にご報告をさせていただきたい、このように思っておりますので、ご理解

の程よろしくお願いをいたします。 

以上、斑鳩町コミュニティバスの利用状況についてのご報告とさせていただき

ます。よろしくお願い申しあげます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けいたします。 

 

（ な  し ） 

 

次に、（５）（仮称）生活支援クーポン券の発行について、理事者の報告を求

めます。 本庄まちづくり政策課長。 

 

続きまして、（５）（仮称）生活支援クーポン券の発行につきましてご報告を

させていただきます。本日、お配りをしております資料６をお願いいたします。 

本事業は、新型コロナウイルス感染症に対する地域経済活性化対策といたしま

して、商工会と連携をして、町民への生活支援と消費喚起による町内事業所の支

援を図るため、１世帯あたり１，５００円分のクーポン券を発行するものでござ

います。本事業の実施主体は斑鳩町で、事務費を含みます経費につきましては、

国の令和２年度 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、こちらの

方の活用を予定しておりまして、本定例会において、補正予算を上程をさせてい

ただいているものでございます。 

それでは事業の実施概要についてご説明をいたします。発行総額は１，８００

万円で、住民基本台帳に記録をされた世帯主に配布することといたしまして、配

布世帯数は約１万２千世帯を見込んでおります。額面総額は１世帯あたり１，５

００円といたしまして、世帯主様宛に、郵送により配布をいたします。現時点で

は先ほどもご説明させていただきました、５００円分の支払いごとにご利用いた
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委員長 

だけます１枚２５０円分のクーポン券６枚１セット、１，５００円分で考えてい

るところでございます。利用店舗につきましては、本事業の補正予算を可決をい

ただいた後に、商工会とも連携をいたしまして、すみやかに参加店舗を募集をし

てまいります。利用期間につきましては、７月中旬から１０月末日までを現時点

では予定しているところでございます。なお、奈良県におきまして５月２９日付

けで出されました、新型コロナウイルス感染症にかかる奈良県対処方針、このな

かで、県内での経済循環のための市町村発行のプレミアム商品券等への上乗せ支

援といたしまして、市町村と同額を県が上乗せすることが表明をされ、６月の県

議会において補正予算を上程することとされているところでございます。 

本町といたしましても、この県の支援制度を活用いたしまして、１世帯当たり

現在の１，５００円から３千円の額面としてまいりたいと考えておりまして、そ

の調整が整いましたら県の補正予算成立後に町予算の補正予算を編成をいたしま

して、専決処分により対応してまいりたいと、このように考えておりますので、

なにとぞ、ご理解を賜りますよう宜しくお願いいたします。 

以上、（仮称）生活支援クーポン券の発行についてのご説明とさせていただき

ます。よろしくお願いを申しあげます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けいたします。 

嶋田委員。 

 

これ、利用店舗、参加登録店舗ですね、参加費等は徴収されるんですか。 

 

本庄まちづくり政策課長。 

 

参加費等の徴収は考えておりません、よろしくお願いします。 

 

他にございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

県の姿勢について報告いただきましたけど、県議会成立の見通しというのは、



 - 43 - 

 

 

 

総務部長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

溝部委員 

 

 

委員長 

 

まちづくり

政策課長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

まちづくり

政策課長 

この町議会の開会中では間に合わないという見通しで、専決処分というふうにお

っしゃったんですか。 巻総務部長。 

 

県議会のほうなんですけども、７月３日に最終日を迎えるということですので、

県から今いただいているところでは７月３日以降になるであろうということでお

聞かせいただいておりますので、それ以後に県の予算が通りまして、本、今考え

ております事業が採択されるならば専決処分で予算のほうを対応させていただき

たいと考えておりますのでご理解賜りますようよろしくお願いいたします。 

 

他にございませんか。 溝部委員。 

 

教えていただきたいんですけども、町の１，５００円に県が同額で上乗せする

ということは、計３千円のクーポンを配布するという理解でよろしいでしょうか。 

 

本庄まちづくり政策課長。 

 

クーポン券１枚あたりの使用をどういった形で設定するかは、県の上乗せがご

ざいますので、今後また商工会さんのほうとも詰めていきたいなと思っておりま

すけれども、額面合計といたしましては、いま溝部委員さんおっしゃっていただ

いてますように、３千円分をクーポン券として配布をするということになってま

いりますので、よろしくお願いいたします。 

 

他にございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

次に、（６）地域文化財総合活用推進事業（世界文化遺産）の採択結果につい

て、理事者の報告を求めます。 本庄まちづくり政策課長。 

 

それでは、各課報告事項の６番目でございます、世界文化遺産にかかります地

域文化財総合活用推進事業の採択結果につきましてご報告をさせていただきます。 
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本事業につきましては、今年２月の本委員会で、文化庁への補助要望の内容に

つきまして、ご報告をさせていただきました。今年３月３１日付けで、国から採

択結果の通知がございましたことから、その内容につきましてご報告をさせてい

ただきます。本日お配りをしております資料の７をお願いいたします。資料にご

ざいますとおり、１１事業、事業費の額で申しますと２，１４９万６千円につき

まして要望をしておりましたが、当初５年間の計画に登載をしておりました１番

から４番の４事業分６２６万３千円のみが採択、５番から１１番の新規の７事業

については不採択と、このような結果になったところでございます。 

採択されましたのは、ホームページの多言語による発信、巻物型パンフレット

の作成、ホームページの掲載、また３つ目として奈良・斑鳩里めぐりＭＡＰの作

成、ホームページの掲載、４つ目といたしまして、欧米観光見本市等への出展の

４事業で、事業概要は資料にお示しをさせていただいております通りでございま

す。なお、新規事業として要望しておりました５つ目でございます、聖徳太子１

４００年御遠忌関連セミナーの開催につきましては、補助金は不採択となりまし

たけれども、２０２１年に迎えます聖徳太子１４００年御遠忌への機運を高める

ため、法隆寺ゆかりの都市文化交流協定締結自治体のうち１市で、単独事業とし

て実施をしてまいりたいと、現時点ではこのように考えおります。 

以上、世界文化遺産にかかります、地域文化財総合活用推進事業の採択結果に

ついてのご報告とさせていただきます。よろしくお願いを申しあげます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けいたします。 

嶋田委員。 

 

不採択で⑤は町でやっていくということなんですけども、それ以外、もうこれ

はぽしゃるというんですか、町ではやっていかないという解釈でよろしいですか。 

 

本庄まちづくり政策課長。 

 

こちらの計画のほうでございますけれども、５か年事業ということで継続をし

ておりますので、来年度、内容等も見直しもしながら違う形での要望等も検討し

てまいりたいと考えております。 



 - 45 - 

 

委員長 

 

齋藤委員 

 

委員長 

 

まちづくり

政策課長 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

まちづくり

政策課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よろしいですか。 齋藤委員。 

 

５か年計画というのはいつからいつまでの計画ですか。 

 

本庄まちづくり政策課長。 

 

平成３０年度から令和３年度までの５か年となっております。 

 

他にございませんか。 

 

 （ な  し ） 

 

次に、（７）令和元年度斑鳩町文化振興センター指定管理者事業報告について、

理事者の報告を求めます。 本庄まちづくり政策課長。 

 

それでは、各課報告事項の（７）令和元年度斑鳩町文化振興センター指定管理

者事業報告につきましてご報告をさせていただきます。 

資料の８をお願いいたします。斑鳩町文化振興センターにつきましては、公益

財団法人斑鳩町文化振興財団を指定管理者とし、管理運営を行っております。斑

鳩町文化振興財団の令和元年度の事業報告につきましては、本会議初日にご報告

をさせていただいたところでございますけれども、本日は、指定管理者の事業報

告についてご説明をさせていただきます。 

資料の１ページ、斑鳩町文化振興センター施設管理運営費をお願いいたします。

まず、収入の部といたしましては、指定管理料収入、使用料収入の合計１億１，

１３０万３９７円となっております。支出の部につきましては、対前年度１３６

万７，２１１円増の１億６９１万８，１９６円となっております。令和元年度の

支出が増額となった理由につきましては、平成３０年度におきまして、空調設備

更新工事に伴い、大ホール及び小ホールの貸館を休止したことにより事業縮小し

たためでございます。なお、光熱水費につきましては、電気調達入札の実施によ

りまして、電気料金の単価が安価になったため、約４７０万円の減額となってお
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ります。収支差額は６１１万２，２０１円となっておりまして、この指定管理料

収益額につきましては、文化振興財団補助金に充当し、精算を行っております。 

２ページをお願いいたします。こちらは、斑鳩町文化振興財団にかかります収

支計算書前年度比較、３ページには自主文化事業及び友の会会員数の推移でござ

いまして、議会初日の文化振興財団事業報告と内容が重複等いたす部分もござい

ますので、説明の方は割愛させていただきます。 

以上、簡単ではございますけれども、斑鳩町文化振興センター指定管理者の事

業報告とさせていただきます。よろしくお願いを申しあげます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けいたします。 

伴委員。 

 

見せていただいてますねけどね、初日の本会議での説明とほとんどこれ、同じ

ような感じなんですが、ちょっと私、調べましたらこれはどうしても議会のほう

に報告せなあかんというものでもないように、絶対報告せなあかんものではない

と、指定管理のやつはそういうふうに思うんですけど、いっぺん委員長のほうで、

これを今後どうするのか、私自身の思いからすると重複してるんで、もう議員配

布でいいんじゃないかなと私は思っておりますので、一度諮っていただければと

思います。 

 

議会への報告義務等については、取り扱いとしてはどういうふうになってるん

でしょうか。 本庄まちづくり政策課長。 

 

議会初日にご報告させていただいております内容につきましては、斑鳩町文化

振興財団のほうが町の出資を受けた団体となっておりますので、地方自治法上の

報告義務が、議会への報告義務が、町にございます。それに基づいて報告をさせ

ていただいている、このようなところでございます。今おっしゃっていただいて

ます指定管理の関係につきましては、地方自治法上、指定管理者でございます文

化振興財団のほうは、斑鳩町のほうへの事業報告の義務というのがございまして、

それは自治法上定められており、当町の条例のほうにもその旨謳わせていただい

ているところでございます。議会への報告義務につきましては、法律上特段の規
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定はない、指定管理の関係につきましての報告義務については、法令上特段の規

定はないという状況でございます。 

 

ただいま伴委員のほうから初日の報告と被っている点もある中で、これまで総

務常任委員会として、指定管理者の報告として毎年６月頃にこういった形で報告

していただいてましたが、書面のみの報告でもいいんじゃないかというご提案な

んですけども、それに対して委員さんご意見お聞かせいただけるようであればお

聞かせいただきたいんですけども、いかがでしょうか。 嶋田委員。 

 

過去にね、指定管理者として指定するんやから、やっぱり総務でいろいろ議論

していかなあかんということでやった経緯があったように思うんです。せやから

やはり今までどおりやっていただいたらどうですか。 

 

確か平成１９年頃やったと思うんですけど、指定管理者制度が導入されて当初

は１年契約で更新をするということであったかと思いますが、３年契約にします

よというふうに切り替えて来た時に、３年が果たして相応しいのかどうかという

意見の中で、当時の総務委員会でやっぱり総務委員会で報告してもらおうという

まとめになって現在に至っているかなというふうに思います。なかなか新人議員

さんにはこの間の経緯が分かりにくいかなと思いますけど、いま伴委員のほうか

ら提案があって、今日ここで別に結論出してしまおうというふうに思いませんの

で、ちょっとこの間の経過なんかも調べていただくなりして、皆さんご意見また

いただきたいと思いますので、また意見があれば、委員会中でなくても構いませ

んので、私のほうにお聞かせいただければと思います。 

最終的に結論としては年度内もしくは年内ぐらいに出せば、６月に報告いただ

いてる分なんで、委員会として委員から提案いただいて方向性をどうしていくの

かっていうことは相談させていただきたいと思いますので。この件については、

今日はこれで終わっておきたいと思います。 

次に、（８）令和元年度斑鳩の里観光案内所（法隆寺ｉセンター）及び斑鳩町

観光自動車駐車場指定管理者事業報告について、理事者の報告を求めます。 

本庄まちづくり政策課長。 
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それでは、各課報告事項（８）令和元年度斑鳩の里観光案内所（法隆寺ｉセン

ター）及び斑鳩町観光自動車駐車場指定管理者事業報告についてご説明をさせて

いただきます。資料９をお願いいたします。 

はじめに、１ページ３．管理業務の実施状況と利用状況についてでございます。

まず、（１）管理について、一般社団法人斑鳩町観光協会が指定管理者として当

該施設の管理運営を行っております。観光案内所（法隆寺ｉセンター）につきま

しては、６名のローテーションを組み、無休で運営をしております。また、観光

自動車駐車場につきましては、昨年度４月から、法隆寺観光自動車駐車場が、株

式会社呉竹荘の管理となりましたことから、現在、三井観光自動車駐車場のみの

管理となっております。次に、（２）運営につきまして、観光案内所（法隆寺ｉ

センター）とＪＲ法隆寺駅案内所との連携に努め、町内・県内等の観光情報・行

事等の情報発信はもとより、公共交通機関の運行状況に関する情報把握など、細

やかな対応を行っております。観光自動車駐車場につきましては、法輪寺との情

報共有を図り、対応をいただいているところでございます。 

次に、（３）利用状況について、資料の２ページをお願いいたします。斑鳩の

里観光案内所（法隆寺ｉセンター）の利用状況についてでございます。令和元年

度の入場者数は８６，３６６人で、前年比１１５．６パーセントとなっておりま

す。また、法隆寺ｉセンターの２階にございます多目的ホールの利用回数は１５

０回で、前年比は７８．１パーセントとなっております。 

続きまして、３ページから４ページにかけまして、指定管理事業にかかります

令和元年度の収支についてでございます。収入の部といたしましては、指定管理

料、またｉセンター利用料の合計２，１２８万円でございます。支出の部につき

ましては、ｉセンター及び観光自動車駐車場の分を合わせまして、合計２，０９

９万３，３３２円となっており、収支差額は２８万６，６６８円となっておりま

す。なお、収支差額につきましては、補助金事業へ充当し、精算を行っていると

ろでございます。 

以上、簡単でございますが、令和元年度斑鳩の里観光案内所（法隆寺ｉセンタ

ー）及び斑鳩町観光自動車駐車場指定管理者事業報告の説明とさせていただきま

す。宜しくお願いを申しあげます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けいたします。 
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伴委員。 

 

先ほどと同じ話になるんですが、指定管理について今回これ、町営の駐車場が

抜けてしもてるという中で、実際この報告が今後また同じような形で、総務委員

会でしてというような、私自身、三井の駐車場とｉセンターだけになってしまっ

てるということから書面での報告といいますか、委員会での報告はなしでもいい

んじゃないかなと、このように思います。一度委員長諮っていただけますか。 

 

いま、伴委員から先ほどと同じような形での提案があったかなと思いますが、

委員会での口頭含めての報告はなくして書面の提出のみでいいんではないかとい

うご意見ですが、それに対して委員皆さんご意見ございますでしょうか。 

こちらにつきましても、今日ここで結論出そうというふうに思っておりません

ので、また先ほど申しあげましたように、年内か年度内に総務委員会として方向

性をまとめていきたいなというふうに思います。本日この場でご意見いただける

ようでしたらお聞かせいただきたいと思いますが、よろしいですか、今日は。 

 

（ な  し ） 

 

そうしましたら、また今後、皆さんの意見を聞かせてもらう中で総務委員会と

して方向性を出していきたいというふうに思います。今日のところはこれで終わ

っておきます。 

他に理事者側から報告しておくことはございませんか。 仲村総務課長。 

 

総務課から１点、ご報告をさせていただきます。職員採用試験の実施について

でございます。 

令和３年４月１日採用の職員採用試験につきまして、今年度の第１次試験につ

きましては、全職種におきまして、適性検査及び書類選考の２つの方法を組み合

わせた試験といたします。このうち、基礎能力問題と性格検査で職務適性等を測

定する目的で実施する適性検査につきましては、新型コロナウイルス感染症対策

の観点から、大卒及び短大卒区分の方につきましては、８月２５日（火）から８

月３１日（月）までの間における、自宅等におけるＷｅｂ試験方式といたしまし
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てえ、高卒区分の方につきましては、９月２０日（日）に試験会場を斑鳩町役場

として実施を予定しております。なお、障害者の方などで、自宅等におけるＷｅ

ｂ試験による受験が難しい方につきましては、個別にご相談をいただき、ご対応

させていただくという方針としております。なお、募集職種及び受験可能年齢に

つきまして、障害者を含む一般事務職及び土木技術職につきましては、３５歳以

下として実施することとし、保健師及び看護師につきましては、４０歳以下とし

て、また、保育士・幼稚園教諭につきましては、実務の経験者枠とそれ以外とに

区分して実施することとし、経験者枠については、３１歳以上４５歳以下として、

また、経験者枠以外につきましては、３０歳以下として実施することといたしま

す。なお、試験の概要につきましては、７月号の広報いかるが及び町ホームペー

ジに関係記事を掲載する予定をいたしております。 

以上、職員採用試験の実施につきましてのご報告とさせていただきます。 

 総務課からは以上です。 

 

本庄まちづくり政策課長。 

 

まちづくり政策課から１点、斑鳩町商工まつりの中止について、ご報告をさせ

ていただきます。第４０回目を迎えます今年の斑鳩町商工まつりにつきまして、

７月１８日（土）に開催を予定をされておりましたけれども、新型コロナウイル

ス感染症の影響を鑑みまして、商工会青年部より４月２３日付けで、商工まつり

を中止する旨のご案内がございましたのでご報告をさせていただきます。 

まちづくり政策課からは以上でございます。 

 

福田税務課長。 

 

それでは、続きまして税務課から、１点ご報告させていただきます。電算シス

テムに係る固定資産税及び都市計画税の課税誤りについてでございます。 

本件につきましては、令和２年度の納税通知書におきまして、納税者の方から

土地の課税標準額等が印字されていないとの問い合わせにより判明したものでご

ざいます。誤りがあった件数につきましては、全部で１５件であり、このことに

より、税額を増額するケースが１４件で３４５，７００円、税額更正を伴わない
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ケースが１件となっております。 

次に、原因についてでありますが、法務局の登記データと課税データを連携さ

せるシステムを導入し、今回はじめてこのデータ連携をさせて税額を算出したと

ころでございますが、異動があった一部の土地につきまして、税額計算がなされ

ないという課税システム上のエラーが発生し、職員の事務処理確認において、こ

のエラーを発見できなかったことから、課税標準額を誤ったものでございます。 

納税者への対応につきましては、５月８日の問題発覚後、５月１９日までに個

別にお詫び及びご説明をさせていただき、全ての方から納付について、ご了承い

ただいたところでございます。今後は、このような事案が発生しないよう課税額

算出に係る確認手順を見直し、職員のチェックを徹底するとともに、電算システ

ムの改修を行い、再発防止策に取り組んでまいります。この度はまことに申し訳

ございませんでした。以上でございます。 

 

栗本教育次長。 

 

続きまして、教育委員会事務局より２点、ご報告がございます。 

まず、教育委員会総務課でございます。先ほどもご報告をさせていただきまし

たように、小・中学校の臨時休業に伴います学習補充のため、今年度は夏期休業

を短縮することとしております。このことから例年８月に実施をしております、

子ども模擬議会につきましては、事前学習の時間確保や、短縮した夏期休業中で

の日程の確保など、児童生徒への負担が大きくなることが考えられることから、

今年度につきましては中止とさせていただきたいと考えております。しかしなが

ら、子ども模擬議会への参加を楽しみにしている子どもたちの思いを表現できる

機会を設けられるよう、何らかの代替え企画を検討し、各学校とも相談をしてま

いりたいと考えておりますので、ご理解いただきますようよろしくお願いをいた

します。 

もう１点は、生涯学習課からでございます。町の社会教育施設につきましては、

６月１日より対策を講じつつ、順次、段階的に利用再開を進めているところでご

ざいますが、毎年７月１日からご利用いただいてます町民プールにつきましては、

更衣室では身体的距離の確保が難しいこと、また、遊泳中やプールサイドでは、

人と人の接触、近接した距離での大きな声での会話など、密集、密接、密着の、
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いわゆる「三密」となる危険性が高く、感染症拡大防止の観点から、今年度は、

休止をさせていただくことといたしましたので、ご理解いただきますようよろし

くお願いをいたします。なお、住民の方々へは、６月１５日発行の町広報紙お知

らせ版で周知する予定となっているところでございます。 

以上、教育委員会事務局からの報告であります。 

 

他にございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けいたします。 

 

（ な  し ） 

 

ないようですので、これをもって、各課報告事項については終わります。 

次に、４．その他について、各委員から質疑、ご意見があればお受けいたしま

す。 伴委員。 

 

いま、６月のあたまぐらいから、いろいろな形で貸館っていうようなことが始

まってると、開始されてると聞いてるんですが、その中でやはり今まで、定員が

どうもあるようで、その定員が今まで例えば３０人やったら、それを１５人にし

てもらえまへんかというような話があると。そうすると次の日も場合によったら

同じ人が同じことをしようと思えばなってしまうと。その時に、借りてる人の負

担に、なんか費用がなるような話ちょっと聞いたんですが、そのあたり、そんな

ことでちょっとお聞きしたいですがお願いします。 

 

栗本教育次長。 

 

公民館の対応でご説明をさせていただきます。中央、東、西公民館につきまし

ては、６月１日から貸館及び予約を再開をしております。その再開に際しまして

は新型コロナウイルス感染症にかかる奈良県対処方針に基づきまして、この奈良
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県対処方針では、集会は特に人と人との距離が２メーター確保できる人数で行う

事という方針が示されております。そういったことで公民館の研修室等、できる

だけ２メーターを離すとなりましたら、定員の約半分ということになりますので、

現在定員の半分、例えば研修室１であれば定員が３６名ですけども、１８名を限

度として貸館を進めているところでございます。 

 

それはそれでよろしいですねん、私、別に定数、定員を今まで通りせいと言う

てるんやない、私言うてるのはその分、同じことをしようと思ったら倍、次の日

とかまた朝からと昼からとかという形で、えろ借りやなあかんようになりまんが。

その時に住民のほう、借りてる人の負担丸ごとっちゅうような話聞いたんで言う

とるわけですわ。やっぱりその辺、住民に寄り添うような形でやってもらわなあ

かんと思いまんねけど、ちょっと教育長答えてもらえまっか。 

 

山本教育長。 

 

今のご質問ですが、確かに委員お述べのように、倍という形になる計算になる

かと思うんですが、今現状そのような状況にあるということは、私のほうで耳に

入ってませんので、今の現況、いま次長が回答しましたような形で取り組んでお

るわけなんですけども、そういうような状況がこちらのほうで把握してないのは

非常に申し訳なく存ずるわけなんですけども、状況把握に努めまして検討してま

いりたいと思います。ちょっとどういう状況に今現状がなってるのかという現況

把握に至ってませんで申し訳ありません。 

 

すんまへん、声荒げて。私言うてんのはね、実際町に問い合わせしてはるわけ

ですわ、そしていや、２コマになるんか朝昼になるんか知りまへんけど、増えた

分だけ、今まで通りでけへん分だけは費用は負担してもらいまっせと言われたと

いうように私聞いてまんねん。その辺はやっぱり住民に寄り添うてほしいんやと。

やっぱりその中で、ほな全部町が持ちますわと、私それ要求してるわけちゃいま

んねん、寄り添うてほしい、そこで相談のって、そうでんなと。まあ言うたら致

し方ないことでんが、致し方ないことに対してはやっぱり理解してもらえるよう

な説明してほしいというように思いまんねん、せやから全部町に持ってくれ言う
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てるわけちゃいまんねん。規則通りにすぱーんとやらんといてくれっちゅうこと

を言うてまんねん、そこだけちょっともっぺん答えとくなはれ。 

 

２点お答えしたいと思います。まず１点目は、状況がこちらのほうにあがって

ないということに対しまして体制がどうなっているのか、もう一度再構築したい

と思います。もう１点は、ご指摘のとおり即答するというのはいかがなものかな

というもの私も承知してますので、その点は注意してまいりたい、今後そのよう

なことがないようにしてまいりたいと思います。 

 

コロナに伴って住民さんに新たな負担が発生するというのは、やっぱりいかが

なものかなというふうに思います。だから伴委員おっしゃるように柔軟に対応し

ていただきたいと思いますので、お願いします。 

他にございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

すみません、私のほうからも１点お尋ねしたいんですけど、以前、嶋田委員か

らもあったんですけど、学校休校に伴って給食もなくなってしまって、業者等に

対する補償関係ですね、それについて、町のほうとしてはどういうふうに考えて

おられるでしょうか。 松岡教委総務課長。 

 

給食の業者への支援の考え方になってこようかなというところでございますけ

れども、学校給食の食材につきまして、３月の休業措置に伴いましてキャンセル

をさせていただいたところではございますんですけれども、食材のロスなどの生

じたというようなことはございません、というところは既にご報告をさせていた

だいておったかと思うんですが、しかし既に発注がなされた給食食材について、

それが急遽キャンセル、発注済みであったものが急遽キャンセルされたことによ

って実質的な食材のロスなどの損害を生じることがなくとも、事業者に負担が生

じるというような実態につきましては事業者のほうからもお聞きしているところ

でございます。これらにつきましては、文部科学省は、そういった臨時的に生じ

た経費については国庫補助の対象といたしながら、これを財源として事業者と協
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議をするようにというような見解がなされていることから、自治体といたしまし

てそれぞれ協議が進められるというところでございますので、今般の補正予算の

中でも食材のキャンセルに伴う違約金の部分について、事業者とも協議を進めて

いって、これらが事業者の事業継続の支援になってこようかなというところで考

えているものでございます。 

 

ひとつ、国庫補助っていうふうにおっしゃったんですけど、この間、交付金と

して国は一定の枠を設けて対応するという形でしてきてますけど、それとはまた

別の形で対応ということなんでしょうか。 

 

３月に実施した、政府の要請による休業に伴う臨時的経費については別の国庫

補助の制度が設けられてございます。これにつきましては要した事業の４分の３

の補助金、これを残る４分の１は町費でございますけれども、この部分について

は一定の割合で交付税参入というような形で財源が措置されるというところでご

ざいます。 

 

それと、課長説明いただいた中で、違約金については、ということで言ってい

ただいたんですけど、ただロス等は発生しなかったとしても、やっぱり本来学校

が運営されているようであれば業者の方も収入になるというんですかね、であっ

たものがやっぱりコロナによってそれが途絶えてしまったという点では補償の対

象になっていくのかなというふうに思うんですけども、そこについてはどういう

ふうに考えてはるんでしょうか。 

 

本来、通常、学校給食が実施されておれば収入があったであろうものについて、

全て補償をさせていただくというところまでの施策というのは非常に金額も不透

明なところもあり、難しいところではございます。こうした中で現在想定してご

ざいますのは、既に発注を終えられて、本来納品が想定されていたものについて

の分を支援させていただく、全額ではございません、違約金でございますので全

額ではございませんが、一定の割合の中で補助をさせていただくことが、安定的

な学校給食の供給にもつながるというところで、事業者の支援をしていきたいな

というところでございます。 
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それと、町と直接契約をされてる業者さんに対して町はそういった違約金とい

う形で支援等ですかね、補償をしていくことになるかと思うんですけど、町内の

商店を経営されていたりとか、食材を提供されてる業者が直接町と契約をされて

いたら、町から出たお金っていうのはいくと思うんですけど、そうでない、間に

業者を挟んで、という形になるときっちりそういうところまで補償が行き届くの

かっていうのは非常に心配なんですけど、その点はどうなってるんでしょうか。 

 

今回の違約金につきましては、委員長おっしゃるように町から契約先を、もち

ろん対象としてございます。この納入業者とそもそも手配元となる生産者であっ

たり卸業者の間でどのような契約がなされているのかというところが、こちらの

ほうでは掴みかねているところではございます。しかしながらこれらに指導をし

ているというところは、やはり行政としても越権になってくるのかなというとこ

ろでございますので、このあたりは、この補助制度の趣旨というのは一定ご説明

をしながら、納入業者は例えば卸業者、手配元、生産者との協議を進められるよ

うな話はできようかというところで、それまでにとどめていくことになると思い

ます。 

 

国のほうもですね、やっぱり業者の皆さん、食材提供者等ですね、学校給食に

かかる業者の皆さんが倒産っていうんですかね、してしまわないように、という

趣旨でされていると思いますので、そこのところはきちっと行き渡るようにして

ほしいというのと、やっぱりこの間聞いてると運転資金なんかももうなくなって

きて、やっぱりこのままじゃもたないよというような声もありましたんで、そう

いう点で言うと、金額等について、その違約金という形だけで十分なのかどうか

という点についても、やっぱり検証検討していっていただきたいなというふうに

思います。これ、執行はいつぐらい考えておられるんでしょうか。 

 

今回の補正予算の中で、事業経費を計上させていただいてございますので、議

決をいただきましたのち、直ちに事業者との協議を再開いたしまして、速やかに

執行していくというようなことで考えております。 

 

また町内業者さんですね、今回の補正予算執行後の状況なんかもお聞きしなが
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らですね、また今後どういった対策等が必要かについても、私自身もちょっと検

証検討させていただきたいなと思います。 

他にございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

ないようですので、これをもって、その他については終わります。 

次に、継続審査について、お諮りいたします。 

お手元に配布しております申出書のとおり、当委員会として引き続き調査を要

するものとして、このように決定することにご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

議長におかれましては、継続審査の手続きをとっていただきますよう、よろし

くお取り計らいをお願いいたします。 

以上をもちまして、本日の審査案件については全て終了いたしました。 

なお、本日の委員会報告のまとめについては、正副委員長にご一任いただきた

いと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

それでは、閉会にあたり、町長の挨拶をお受けいたします。 中西町長。 

 

（ 町長挨拶 ） 

 

これをもって、総務常任委員会を閉会いたします。 

どうもお疲れさまでした。 

（午前１１時４７分 閉会） 

 


